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後
が
な
い
場
面
で
力
発
揮

エピソード編 ☖ 小学６年生で奨励会受験

２
０
１
４
年
８
月

日
、
息
子
の

明
浩
は
、
日
本
将
棋
連
盟
の
プ
ロ
棋

士
養
成
機
関
「
奨
励
会
」
の
試
験
を

受
け
ま
し
た
。
小
学
６
年
生
の
と
き

に
小
学
生
準
名
人
と
な
り
、
受
験
資

格
を
得
て
の
こ
と
で
す
。

将
棋
関
係
者
か
ら
は
、
「
も
し
奨

励
会
に
入
れ
て
も
、
８
割
の
子
は
プ

ロ
に
な
れ
な
い
。
小
学
生
の
う
ち
に

奨
励
会
に
入
ら
な
い
と
、
ほ
と
ん
ど

棋
士
に
な
れ
な
い
」
と
聞
い
て
い
た

の
で
、
私
は
、
「
受
験
は
今
回
だ
け

だ
よ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
息
子

も
そ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
い
た
か
ら

こ
そ
、
試
験
前
、
将
棋
の
勉
強
に
励

ん
だ
の
だ
と
思
い
ま
す
。

奨
励
会
試
験
は
、
２
日
間
の
１
次

試
験
の
後
、
２
次
試
験
が
あ
り
ま
す
。

１
次
試
験
は
受
験
者
同
士
の
対
局

で
、
５
局
を
指
し
て
３
勝
で
合
格
、

３
敗
で
失
格
で
す
。
２
次
試
験
は
、

現
役
奨
励
会
員
と
の
対
局
で
、
３
局

以
内
に
勝
て
れ
ば
合
格
で
す
。
息
子

は
、
１
次
試
験
初
日
を
１
勝
１
敗
で

終
え
ま
し
た
。

１
次
試
験
２
日
目
は
、
午
前
の
対

局
で
負
け
ま
し
た
。
あ
と
は
、
２
連

勝
す
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
お
昼
は
、

息
子
の
リ
ク
エ
ス
ト
で
カ
ツ
カ
レ
ー

を
食
べ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
店
員

さ
ん
が
、
「
大
丈
夫
や
で
。
頑
張
っ

て
ね
！
」
と
息
子
を
温
か
く
応
援
し

て
く
れ
た
こ
と
は
、
今
も
心
に
残
っ

て
い
ま
す
。

息
子
は
そ
の
後
の
対
局
に
勝
ち
、

最
終
局
は
、
互
い
に
２
次
試
験
進
出

か
不
合
格
か
と
い
う
大
一
番
で
し

た
。
な
ん
と
か
そ
の
対
局
に
勝
ち
、

翌
日
の
２
次
試
験
は
、
１
局
目
で
奨

励
会
４
級
の
子
に
勝
利
し
て
合
格
し

ま
し
た
。

「
徒
然
草
」
の
一
節
に
「
初
心
の

人
、
二
つ
の
矢
を
持
つ
こ
と
な
か
れ
。

後
の
矢
を
頼
み
て
、
始
め
の
矢
に
な

お
ざ
り
の
心
あ
り
。
毎
度
た
だ
後
の

矢
な
く
、
こ
の
一
矢
に
定
む
べ
し
と

思
え
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

「
上
達
す
る
に
は
、
一
本
の
矢
で
決

め
よ
う
と
す
る
の
が
大
切
だ
」
と
い

う
意
味
で
す
。
こ
れ
は
、
ど
ん
な
こ

と
に
も
当
て
は
ま
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。昨

年
、
私
の
教
室
の
お
手
玉
大
会

で
、
例
年
は
１
回
の
予
選
を
、
２
回

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
大
半
の

子
は
そ
れ
を
喜
ん
だ
の
で
す
が
、「
な

ん
で
２
回
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
。

１
回
し
か
で
き
な
い
方
が
、
集
中
で

き
る
の
に
」
と
話
し
た
小
学
３
年
生

の
子
が
い
ま
し
た
。

そ
の
子
は
大
変
な
努
力
家
で
、
ど

ん
な
こ
と
も
よ
く
で
き
る
、
上
級
生

た
ち
も
一
目
置
く
存
在
で
す
。
彼
女

は
い
つ
も
、
そ
う
い
う
姿
勢
で
取
り

組
ん
で
い
る
の
で
、
上
達
が
早
い
の

だ
と
思
い
ま
す
。

一
度
で
決
め
よ
う
と
集
中
す
る
か

ら
こ
そ
、
最
大
限
の
力
を
発
揮
で
き

る
。
実
際
に
は
一
度
で
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
い
う
姿
勢

で
物
事
に
臨
む
こ
と
が
大
切
な
の
だ

と
感
じ
ま
す
。

息
子
が
奨
励
会
員
の
と
き
は
、
年

齢
制
限
が
あ
る
た
め
、
い
つ
も
緊
張

感
が
あ
り
ま
し
た
。
プ
ロ
に
な
っ
た

今
も
、
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
、
集
中
し
て
対
局
に
臨
ん
で
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

エ
ピ
ソ
ー
ド
編
お
わ
り

（
「
文
聞
分
」
主
宰
・
高
田
浩
史
）

随
時
掲
載
、
題
字
は
高
田
明
浩

五
段

県庁将棋部から贈られた奨励会入会記念の左馬の置き駒を

手にする高田明浩さん＝2014年９月 各務原市鵜沼朝日町

の高田さん宅
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岐阜でのコンサートに向け 意気込み

を語る荒井里桜さん＝東京都内

第 回国展（国画会主催）が、

東京・六本木の国立新美術館で開

かれ、県内からも多くの出品があ

った。

絵画部門では、一般の西山裕紀

さん（美濃加茂市）、会友の河嵜

緑子さん（各務原市）、平田孝子

さん（関市）、松村ふさ子さん（各

務原市）、渡辺啓子さん（安八郡

安八町）が入選、版画部門では、

一般の馬渕英樹さん（岐阜市）が

初入選、写真部門では、一般の神

谷幸雄さん（岐阜市）、小川聡子

さん（各務原市）、白木来さん（飛

騨市）が入選した。

名古屋展は 日まで、愛知県美

術館ギャラリー（名古屋市東区）

で開かれている。 （田島豪人）
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初
め
て
の
岐
阜

演
奏
楽
し
み

ブ
ラ
ー
ム
ス

雨
の
歌

な
ど
５
曲

岐
阜
新
聞
社
・
岐
阜
放
送
プ
レ

ミ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
「
荒
井
里
桜

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
リ
サ
イ
タ
ル
」

が
、
７
月

日
に
岐
阜
市
民
会
館

（
同
市
美
江
寺
町
）
で
開
か
れ
る
。

荒
井
さ
ん
は
「
思
い
入
れ
の
あ
る

曲
を
演
奏
す
る
。
岐
阜
で
の
演
奏

は
初
め
て
な
の
で
楽
し
み
」
と
東

京
都
内
で
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

荒
井
さ
ん
は
５
歳
か
ら
バ
イ
オ

リ
ン
を
始
め
、
東
京
芸
術
大
器
楽

科
を
首
席
で
卒
業
し
た
後
、
ロ
ー

ザ
ン
ヌ
高
等
音
楽
院
（
ス
イ
ス
）

に
留
学
し
た
。
第

回
日
本
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
で
１
位
、
国
内
外
の

有
名
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
共
演
す
る

な
ど
活
躍
中
だ
。

今
回
演
奏
す
る
の
は
、
ブ
ラ
ー

ム
ス
の
「
雨
の
歌
」
や
シ
ョ
ー
ソ

ン
の
「
詩
曲
」
な
ど
５
曲
。
「
雨

の
歌
は
初
め
て
で
、
ず
っ
と
演
奏

し
た
い
と
思
っ
て
い
た
曲
。
詩
曲

を
取
り
上
げ
る
の
は
久
し
ぶ
り

で
、
愛
憎
劇
が
込
め
ら
れ
た
曲
。

そ
れ
ぞ
れ
雰
囲
気
が
違
う
曲
な
の

で
、
違
い
を
楽
し
ん
で
も
ら
え
た

ら
」
と
話
す
。
ま
た
「
音
楽
は
、

そ
の
作
曲
者
の
言
語
や
経
験
、
環

境
が
大
い
に
影
響
す
る
」
と
実
感

し
た
と
い
う
。
ピ
ア
ノ
演
奏
は
沼

沢
淑
音
さ
ん
。

ア
フ
タ
ー
ト
ー
ク
で
は
、
子
ど

も
時
代
の
思
い
出
や
ロ
ー
ザ
ン
ヌ

で
恩
師
か
ら
学
ん
だ
こ
と
な
ど
を

話
す
予
定
だ
。
出
身
は
東
京
だ
が

生
ま
れ
は
愛
知
県
、
母
が
岐
阜
県

生
ま
れ
で
「
こ
の
エ
リ
ア
に
は
親

近
感
が
あ
る
」
と
話
す
。

岐
阜
市
民
会
館
の
自
主
事
業

「
市
民
の
劇
場
」
と
し
て
開
催
。

当
日
は
午
後
３
時
開
演
。
チ
ケ
ッ

ト
は
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
ぎ
ふ
な
ど
で

５
月

日
か
ら
販
売
す
る
。
問
い

合
わ
せ
は
岐
阜
新
聞
社
読
者
局
、

電
話
０
５
８
（
２
５
７
）
１
６
２

５
。

（
田
島
豪
人
）

国展各部門 県内から入選多数

没
後

年
で

庄
野
潤
三
展

神
奈
川
近
代
文
学
館

平
明
な
文
体
で
市
井
の
人
々
の

生
活
を
豊
か
に
描
き
出
す
作
風
で

知
ら
れ
た
庄
野
潤
三
さ
ん
（
１
９

２
１
〜
２
０
０
９
年
、
写
真
）
の

文
学
と
生
涯
を
振
り
返
る
企
画
展

「
没
後

年

庄
野
潤
三
展
」が
、

県
立
神
奈
川
近
代
文
学
館
（
横
浜

市
）
で
６
月
８
日
か
ら
開
催
さ
れ

る
。
８
月
４
日
ま
で
。

大
阪
府
生
ま
れ
の
庄
野
さ
ん

は
、

年
に
「
プ
ー
ル
サ
イ
ド
小

景
」
で
芥
川
賞
を
受
賞
。
同
世
代

の
吉
行
淳
之
介
さ
ん
ら
と
共
に

「
第
三
の
新
人
」
と
呼
ば
れ
た
。

年
、
川
崎
市
に
移
住
し
、
消
え

ゆ
く
自
然
や
家
族
と
の
生
活
を
も

と
に
代
表
作
「
夕
べ
の
雲
」
を
執

筆
。
平
凡
な
生
活
の
中
に
あ
る
切

な
さ
や
懐
か
し
さ
を
表
現
し
た
。

文
学
館
で
は
、
遺
族
か
ら
７
３

０
０
点
以
上
の
資
料
の
寄
贈
を
受

け
「
庄
野
潤
三
文
庫
」
と
し
て
管

理
。
企
画
展
で
は
、
直
筆
の
原
稿

や
子
ど
も
た
ち
と
写
っ
た
写
真
、

本
人
が
描
い
た
ス
ケ
ッ
チ
を
見
る

こ
と
が
で
き
る
。

観
覧
料
は
一
般
５
０
０
円
な

ど
。
休
館
日
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

は
同
文
学
館
、
電
話
０
４
５
（
６

２
２
）
６
６
６
６
。

◉
こ
も
れ
び
事
変

６
月
２
日
ま

で
岐
阜
市
上
新
町
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
小

さ
い
家
。５
人
の
作
家
に
よ
る
平
面
、

立
体
、
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

約

点
。
日
常
の
出
来
事
や
、
日
常

に
突
然
降
り
か
か
っ
た
こ
と
が
テ
ー

マ
。
毎
週
金
〜
日
曜
日
の
営
業
。
携

帯
電
話
０
９
０
（
２
９
２
２
）
３
９

４
６
。

◉
氏
家
嵤
大
・

橋
悠
眞
展

６

月
２
日
ま
で
多
治
見
市
小
泉
町
、
ス

ペ
ー
ス
大
原
。
氏
家
さ
ん
は
貫
入
に

色
漆
を
メ
イ
ン
の
技
法
と
し
た
つ

ぼ
、
茶
道
具
、
酒
器
な
ど
の
陶
。

橋
さ
ん
は
色
漆
や
変
塗
（
か
わ
り
ぬ

り
）
の
器
、
流
木
に
色
漆
を
施
し
た

オ
ブ
ジ
ェ
な
ど
。電
話
０
５
７
２（
２

７
）
２
０
６
２
）
。

◉
Ｅ
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｅ

小
澤

香
織
展

６
月
９
日
ま
で
岐
阜
市
夕

陽
丘
、
な
う
ふ
現
代
。
文
具
店
の
倉

庫
に
眠
っ
て
い
た
鉛
筆
の
キ
ャ
ッ
プ

な
ど
使
わ
れ
な
く
な
っ
た
も
の
を
モ

チ
ー
フ
に
す
る
。
立
体
と
平
面
合
わ

せ
て

点
。
電
話
０
５
８
（
２
６
４
）

２
９
２
０
。

◉
第
３
回
セ
ー
ル
展

日
か
ら

日
ま
で
大
垣
市
船
町
、は
る
に
れ
。

陶
、
木
工
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
、
布
な

ど
販
売
展
示
。
電
話
０
５
８
４
（
７

３
）
８
７
０
１
。
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